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このガイドでは、コンピュータのマルチメディアハードウェア機能およ 
びソフトウてア機能の使用方法について説明します。マルチメディア機 
能はお使いのモデルおよびソフトウェアにより異なります。 
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マルチメディアハードウエア 


お使いのコンピュータには、次のマルチメディアハードウエアコンポー 
ネントが含まれています。 

■ オプティカルドライブ 

■ 内蔵マイクおよびオーディホ入力（マイク）コネクタ 

■ オーディホ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

■ 外付けモニタポート 

■ S ビデオ出カコネクタ 


%. 


お使いのコンピュータに付属のコンポーネントは、地域やモデルによつ 
て異なります。この章の図は、ほとんどのモデルのコンピュータに搭載 
されている外部コンポーネントの標準的な機能を示しています。 
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マルチメディアハードウエア 


オプティカルドライブの使用 

オプティカルドライブを使用して CD や DVD の再生、コピー、または作 
成が可能です。ただし、取り付けられているドライブの種類やインストー 
ルされているソフトウエアにより、できる作業は異なります。 

お使いのコンピュータの外観は、図とを少異なる場合があります。 


取り付けられているオプティカルドライブの確認 

コンピュータに取り付けられているオプティカルドライブの種類を表 
示するには、な下の操作を行います。 

» [スタート； H [マイコンピュータ] の順に選択します。 

[リムーバブル記憶域があるデバイス] の項目の下に、 コンピュータ 
に取り付けられているオプティカルドライブの種類が表示されま 
す。 
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オプティカルディスクの挿入 

し コンピュータの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン〇を押して、メ 
ディアトレイが少し押し出された状態にします。 

3. トレイをゆっくりと引き出します@。 

4. CD または DVD の表面に触れないように端を持ち、ラベルを上にし 
てトレイの回転軸に置きます。 

トレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸に置き 
ます。 

5. ディスクをそっと下に押して©、トレイの回転軸にはめ込みます。 



%. 


ディスクの挿入後、プレーヤの起動まで少し時間がかかりますが、これ 
は通常の動作です。デフォルトのメディアプレーヤを選択していない場 


合は、 [自動再生] ダイアログボックスが開き、メディアの内容の使用ち 
をについての選択を求められます。 


マルチメディア 
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オプティカルディスクの取り出し（電源使用時） 

コンピュータ が外部電源またはバッテリ電源で動作している場合は、 な 
下の手順で操作します。 

し コンピュータの 電源を入れます。 

2. ドライブの フロント パネルにあるリリース ボタン 〇を押して、メ 
ディアトレイが少し押し出されたが態になったら、トレイをゆっく 
りと引き出します@。 

3. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイから 
ディスクを取り出します®。ディスクを扱うときは、表面に触れな 
いように端を持ってください。 

メディアトレイが完全に開かない場合は、ディスクをを意深く傾けて巧り 
出します。 
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オプティカルディスクの取り出し（電源切断時） 

外部電源またはバッテリ電源を利用できないときは、が下の手順で操作 
します。 

し ドライブのフロントパネルにあるリリースアクセスにクリップの 
端を差し込みます〇。 

2. クリップをそっと押して、トレイが少し押し出されたが態になった 
ら、トレイをゆっくりと引き出します@。 

3. 回転軸をそっと押しながらディスクの端を持ち上げて、トレイから 
ディスクを取り出します®。ディスクを披うときは、表面に触れな 
いように端を持ってください。 

メディアトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて取り 
出します。 
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オーディオ機能の使用 


%. 


次の図と表では、コンピュータのオーディオ機能について説明します。 


お使いのコンピュータに最も近い図を参照してください。 



@®@(D 


@ 0 ) 


名称 


機能 

〇 

ミュートランプ 

コンピュータの音量が消音されているときに 
点なします 


ミュートボタン 

コンピュータの音量を消音（ミュート）します 


音量下げボタン 

コンピュータの音量を下げます 

〇 

音量上げボタン 

コンピュータの音量を上げます 

0 

内蔵マイク 

サウンドを録音します 


オーディオ出力（ヘッドフォン） 
コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、ヘッド 
フオン、イヤフオン、へッドセット、テレビ 
オーディオなどを接綿します 

0 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のへッドセットマイクまたは単独のマイ 
クを接続します 

© 

スピーカ （ X 2) 

コンピュータのサウンドを出力します 
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マルチメディアハードウ エア 





名称 


機能 


〇 

オーディオ出力（ヘッドフォン） 
コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカ、 
フオン、イヤフオン、へッドセット、 
オーディオなどを接続します 

ヘッド 

テレビ 

0 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のへッドセットマイクまたは単独のマイ 
クを接続します 

0 

スピーカ （ X 2) 

コンピュータのサウンドを出力します 
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内蔵マイク（一部のモデルのみ）または 
オーディオ入力（マイク）コネクタの使用 

お使いのコンピュータには、内蔵モノラルマイクと、ステレオアレイま 
たはモノラルのマイクをサポートするステレオ（デュアルチヤネル）の 
マイクコネクタが装備されています。ステレオマイクを接続して録音ソ 
フトウエアを{ま用すると、ステレオ録音およびステレオ再生が可能にな 
ります。 

マイクをマイクコネクタに接続する場合は、 3.5 mm プラグのマイクを使 
用してください。 


コンピュータに外付けマイクを接続すると、コンピュータの内蔵マイク 
A は無効になります。 


オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタの使用 

/ fv 警告：突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量の調節を 
一行ってからへッドフォン、イヤフォン、またはへッド七ットを使用して 
ください。 


外付けデバイスの損傷を防ぐため、モノラルコネクタをヘッドフォン 
コネクタに接続しないでください。 

へッドフォンコネクタは、へッドフナンを接続する他に、テレビやビデ 
オデッキなどのオーディオ/ビデオ機器のオーディオ入力機能を接続す 
るためにも使用します。 

へッドフォンコネクタにデバイスを接続する場合、 3.5 mm のステレオ 
プラグのみを使用してください。 

へッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、内蔵スピーカは無効に 
金 なります。 
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音量の調整 

次のどれかを{ま用して、音量を調節できます。 

■ コンピュータ本体の音量ボタン 

□ 消音したり音量を元に戻したりするには、ミュートボタンを押 
します。 

□ 音量を下げるには、音量下げボタンを押します。 

□ 音量を上げるには、音量上げボタンを押します。 

■ Microsoft® Windows® の [ボリユームコントロール] 

し タスクバーの右端にある通な領域の [音量] アイコンをクリック 
します。 

2. スライダを上下に動かして、音量を上げたり下げたりします。 
[ミュート] チェックボックスにチェックを入れて、を量を消を 
します。 


または 

し 通知領巧の [音量] アイコンをダブルクリックします。 

2. [ボリユームコントロール] 列で音量スライダを上下に動かして、 
音量を上げたり下げたりします。を量のバランスの調節や消音 
もできます。 

[音量] アイコンが通知領域に表示されていない場合は、な下の手順 
でアイコンを通知領域に追加します。 

1. [スタート]^[コントロールパネル]^[サウンド、音声、および 
才ーディオデバイス H [サウンドと才ーディオデバイス] の順 

に選択します。 

2. [音量] タブをクリックします。 

3. [タスクバーに音量アイコンを配置する] チェックボックスに 
チェックを入れます。 

4. [適用] をクリックします。 

■ アプリケーシヨンの音量調整機能 

音量を調整できるアプリケーションもあります。 


マルチメディア 
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ビデオ機能の使用 

お使いのコンピュータには次のビデオ機能が搭載されています。 

■ テレビ、モニタ、またはプロジ卫クタに接続する外付けモニタポー 

卜 

■ さまざまな種類の高機能のビデオ コ ン ポーネント に接続する S ビデ 
ホ 出カ コネクタ （一部のモデルのみ） 

外付けモニタポートの使用 

外付けモニタポートにより、外付けモニタまたはプロジェクタなどの外 
付けディスプレイデバイスをお使いのコンピュータに接続できます。 

ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモ 
ニタポ —卜に接続します。 



正しく接続された外付けディスプレイデバイスに画像が表示されない 
必 場合は、 [ fn ] + [ f 4] キーを押して画像をデバイスに転送します。 
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S ビデオ出カコネクタの使用（一部のモデルのみ） 

7ピンの S ビデオ出カコネクタにより、テレビ、ビデオデッキ、ビデオカ 
メラ、オーバーヘッドプロジェクタ （ OHP )、 ビデオキャプチャカード 
などの別売の S ビデオ機器を接続できます。 

コンピュータの S ビデオ出カコネクタには、1台の S ビデオ機器を接続で 
きます。その際、コンピュータのディスプレイまたはその化のサポート 
されている外付けディスプレイにも、同時に画像を表示できます。 


ビデオ信号を S ビデオ出カコネクタ経由で送信するには、一般の電化製 
品販売店で入手可能な S ビデオケーブルが必要です。お使いのコン 
ピュータで再生した DVD の動画をテレビで表示するなど、オーディオ機 
能とビデオ機能を組み合わせる場合は、へッドフォンコネクタに接続す 
るために、一般の電化製品販売店で入手可能な標準のオーディオケーブ 
ルも必要です。 


マルチメディア 
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ビデオ機器を S ビデオ出カコネクタに接続するには、な下の手順で操作 
します。 

し S ビデオケーブルの一端をコンピュータの S ビデオ出カコネクタに 
接続します。 



2. ビデオ機器に付属の説明書の指示に従って、ケーブルのもう ー ホの 
端をビデオ機器に接続します。 

3. [ fn ] + [ f 4] キーを押して、コンピュータに接続されているデイスプレ 
イデバイスの間で表示画面を切り替えます。 

コンピュータに別売のドッキングデバイスを装着しているためにコン 
ピュータの S ビデオ出カコネクタを使用できない場合は（一部のモデル 
のみ）、ドッキングデバイスの S ビデオ出カコネクタに S ビデオケーブル 
を接続します。 
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マルチメディアソフトウェア 


%. 


お使いのコンピュータにはマルチメディアソフトウエアがプリインス 
トールされています。一部のモデルでは、付属のオプティカルディスク 
に追加のマルチメディアソフトウエアが収録されています。 

コンピュータに搭載されているハードウエアおよびソフトウエアによつ 
ては、次のマルチメディアに関する操作がサポートされている場合があ 
ります。 

■ オーディオ/ビデオ CD 、 オーディオ/ビデオ DVD 、 およびインター 
ネットラジオを含むデジタルメディアの再生 

■ データ CD の作成またはコピー 

■ オーディオ CD の作成、編集、および書き込み 

■ ビデオまたは動画の DVD やビデオ CD での作成、編集、および書き 
込み 


コンピュータにインストールされているソフトウェアの巧用について詳 
しくは、ソフトウェアのユーザマニュアルを参照してください。これら 
のマニュアルは CD または該当するアプリケーシヨン内のヘルプフアイ 
ルとして提供されます。ソフトウェアの製造元の Web サイトからユーザ 
マニュアルを入手できる場合もあります。 


マルチメディア 


2-1 
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プリインストールされているマルチメディア 
ソフトウエアの確認 

コンピュータにプリインストールされているマルチメディアソフト 
ウェアを確認および使用するには、な下の操作を行います。 

» [スタート[すべてのプログラム] の順に選択します。 


依う^ [スタート]^[すべてのプログラム]^口 oftware Se 山 p ] の順に選択して、コ 

^ンピュータにマルチメディアソフトウェアを再インストールすること 
もできます。 


CD からのマルチメディアソフトウエアの 
インストール（一部のモデルのみ） 

コンピュータに同桐されている CD からマルチメディアソフトウェアを 
インストールするには、な下の手順で操作します。 

し マルチメディアソフトウェアの CD をオプティカルドライブに挿入 
します。 

2. インスト ' —ルウィザ ■ —ドが開いたら、画面上のインストール手順に 
沿って操作します。 

3. 画面に指示が表示されたら、コンピュータを再起動します。 

インストールする CD のをマルチメディアソフトウェアに巧してこのイ 
^ンストール手順を繰り返します。 


2-2 


マルチメディア 



マルチメディアソフトウェア 


マルチメディアソフトウェアの使用 

コンピュータにインストールされているマルチメディアソフトウェア 
を使用するには、な下の操作を行います。 

し[スタート]^[すべてのプログラム] の順に選択し、使用するマルチメ 
ディアプログラムを開きます。たとえば、 Windows Media Player で 
オーディオ CD を再生する場合 、 [Windows Media 円 ayer ] を選択しま 

す。 

ナブフォルダに含まれているプログラムもあります。 

2. オーディオ CD などのメディアディスクをオプティカルドライブに 
挿入します。 

3. 画面の説明に沿って操作します。 

または 

し オーディオ CD などのメディアディスクをオプティカルドライブに 
挿入します。 

[自動再生] ダィアログボックスが開きます。 

2. インストールされているマルチメディアプログラムごとのタスク 
の一覧から、実行するマルチメディアタスクをクリックします。 

%.[自動再生] ダイアログボックスでは、メディアディスクのデフォルトのマ 
ルチメディアプログラムを選ができます。一覧からプログラムを運択して 
から、 [常に選択した動作を斤う] チュックボックスにチェックを入れます。 

3. [ OK ] をクリックします。 


マルチメディア 
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再生中のメディアの保護 

再生機能が失われたり再生品質が劣化したりすることを防ぐには、が下 
のことを行ってください。 

■ CD または DVD を再生する前に作業内容を保存し、開いているすべ 
てのアプリケーションを終了します。 

■ ディスクの再生中は、ハードウェアの着脱は行わないでください。 

Windows の 起動中に再生が停止すること を 防ぐには、 ディスクの 再生中 
に スタンバイ または ハイバ ネー ショ ンを 起動しないようにします。 ディ 
スクの 使用中に スタンバイ または ハイバ ネーショ ンを 起動すると、 [コン 

ピュータカ《休止またはスタンバイ状態になると、再生は停止します。再 
生を再開するには、[再生]をクリックします。コンテンツは最初から再 

生されます。続行しますか？]という警告が表示される攝合があります。 
その場合は、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると、が 
下の処理が実行されまず。 

■ 再生が再關されます。 


または 


■ 再生が停止し、画面がクリアされます。 CD または DVD の再生に戻 
るには、電源ボタンを押してディスクを再び起動します。 
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CD または DVD の書き込み処理の保護 

A を意： 情報の損失またはディスクの損傷を防ぐため、次の注意事項を必 
* ~'ず守ってください。 

■ ディスクに書き込む前に、コンピュータを安定した外部電源に接続 
します。コンピュータがバッテリ電源で動作しているときは、ディ 
スクに書き込まないでください。 

■ ディスクに書き込む前に、使用するディスクソフトウェアな外の開 
いているすべてのプログラムを閉じます。 

■ コピー元のディスクからコピー先のディスクへ、またはネットワー 
クドライブからコピー先のディスクへ直接コピーしないでくださ 
い。コピー元のディスクまたはネットワークドライブからハードド 
ライブへコピーしてから、ハードドライブからコピー先のディスク 
へコ ピーします。 

■ ディスクへの 書き込みが行われている間は、 コンピュータのキー 
ボードを 使用したり、 コンピュータを 移動したりしないでください。 
書き込み処理は振動の影響を受けやすいためです。 


DVD の地域設定の変更 

著作権で保護されたファイルが含まれているほとんどの DVD には、地城 
コードも含まれています。地域コードは、世界的なレベルで著作権を保 
護します。 

DVD の地域コードが、お{まいの DVD ドライブの®域設定と一致する場合 
にのみ、その地巧コードが含まれている DVD を再生できます。 
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DVD の地城コードがお使いのドライブの地域設をと一致しない場合は、 
その DVD をドライブに挿入すると[このコンテンツの再生は、この地域 
(リージョンコード）では許可されていません。 ] というメッ七ージが表 

示されます。この DVD を再生するには、お使いの DVD ドライブの地域設 
定をを更する必要があります。 DVD の地域設定は、オペレーテイングシ 
ステムまたは一部の DVD プレーヤでを更できます。 

/\を意： DVD ドライブの®域設をは、5回までしか変更できません。 

■ 5回目に選択した®巧設定が、 DVD ドライブの永続的な®域設定に 
なります。 

■ ドライブで®域設定をを更できる残りの回数が 、 [DVD 地域] タブの 
[残り変更回数]ボックスに表示されます。このボックスの数には、5 
回目の永続的な変更が含まれます。 


オペレーティングシステムで DVD の設定をを更するには、な下の手順で 
操作します。 

し[スター ト ； H [マイコンピュータ]の順に選択します。 

2. ウィンドウを右クリックして [プロパティト[ハードウエア] タブー 

[デバイスマネージャ ] の順に選択します。 

3. [ DVD / CD-ROM ドライブ]をクリックし、地域設定を変更する DVD ド 
ライブを右クリックします。次に[プロパティ ] をクリックします。 

4. [DVD 地域] タブで変更を行います。 

5. [0 K ] をクリックします。 

著作権に関する警告について 

コンピュータプログラム、フィルム、放送内容、録を内容などの著作権 
により保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権法違反で 
す。このコンピュータをそのような目的に使用しないでください。 
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◎ Copyright 2006 Hewlett-Packard Development Company , L . P . 


Microsoft および Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国に 
おける登録商標です。 

その他、本書に掲載されている会社名、製品あはそれぞれ各社の商標または登録 
商標です。 

本書の内容は、将来予告なしに変更されることがあります。 HP 製品およびサービ 
スにがする保証は、当該製品およびサービスに付属の保証規定に明示的に記載さ 
れているものに限られます。本書のいかなる内容も、当該保証に新たに保証を追 
加するものではありません。本書の内容につきましては万全を期しておりますが、 
本書の技術的あるいは校正上の誤り、省略に巧して責任を負いかねますのでご了 
承ください。 

本製品は、日本国内で使用するための仕様になっており、日本国外では使用でき 
ない場合があります。 

本書に記載されている製品情報は、日本国内で販売されていないものも含まれて 
いる場合があります。 

が下の記号は、本文中でを全上重要な注意事項を示します。 


A 警告：その指示に従わないと、人体への傷害や生命の危険を引き起こす恐れがち 
ると いう警告事項を表します。 


A を意：その指示に従わないと、装置の損傷やデータの損失を引き起こす恐れがち 
,るという注意事項を表します。 
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